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資
　
　
料

協
議
離
婚
無
効
確
認
調
停
事
件
の
事
後
調
査飯青

山

野

道

夫勲

一｛、

調ま目

査え
　　次
結が

果き

一、

ﾜ
　
え
　
が

福
岡
家
庭
裁
判
所
本
庁

き

二
、
調
　
査
　
方
法

四
、
む
　
　
す
　
　
び

及
び
同
事
件
中
の
協
議
離
婚
無
効
確
認
調
停
事
件
数
は
左
表
の
通
り
で
、

い
。
し
か
し
少
な
い
な
が
ら
も
、 （

管
轄
…
福
岡
市
、
早
良
郡
、
糸
島
郡
、
筑
紫
郡
、
粕
屋
郡
、
宗
像
郡
）
に
申
立
て
ら
れ
る
家
事
調
停
事
件
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
み
て
も
後
者
は
き
わ
め
て
僅
少
な
数
に
過
ぎ
な

　
　
問
題
と
し
て
は
か
な
り
重
要
で
あ
る
。

資料
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資 料

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
の
事
後
調
査
の
結
果
を
こ
こ
に
発
表
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け

る
こ
の
種
調
停
事
件
の
処
珊
に
関
し
、
何
等
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
、
か
つ
、
現
行
協
議
離
婚
制
度
の
反
省
へ
の
一
資
料
と
し

た
い
と
思
う
。

　
な
お
こ
の
調
査
は
も
っ
ぱ
ら
飯
野
が
行
い
、
青
山
の
協
力
で
原
稿
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　
　
二
、
調
　
査
　
方
　
法

　
一
般
的
な
調
査
は
、
前
記
三
五
件
か
ら
移
送
三
、
重
複
一
（
同
一
事
件
に
つ
き
一
旦
調
停
不
成
立
の
後
再
度
申
立
が
な
さ
れ
た
）
を
除

き
、
三
一
件
に
つ
い
て
、
事
後
調
査
は
、
そ
の
う
ち
終
結
事
件
二
八
件
（
未
済
三
件
）
に
つ
い
て
行
っ
た
。
そ
し
て
調
査
の
方
法
は
、
終

結
区
分
に
従
い
、
申
立
人
の
事
情
調
査
必
要
の
有
無
及
び
そ
の
能
否
に
よ
っ
て
、
調
書
又
は
記
録
の
閲
覧
（
六
件
）
、
申
立
入
に
面
接
（
八

件
）
、
文
書
に
よ
る
照
会
（
二
件
）
、
地
方
裁
判
所
に
照
会
（
五
件
）
及
び
調
査
官
に
問
合
せ
（
五
件
）
等
の
方
法
を
講
じ
た
。
終
結
区
分
と
調
査

の
方
法
は

　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
王
　
　
紹

諾
停
成
立
事
準

　
　
い
ず
れ
も
調
停
調
書
閲
覧

合
意
成
立
（
家
事
審
判
法
第
二
十
三
条
に
よ
る
審
判
）
事
件

　
　
記
録
閲
覧
（
鋸
禦
の
の
）

　
　
申
立
人
に
面
接

　
　
文
書
に
よ
る
照
会

調
停
不
成
立
事
件

　
　
地
裁
に
照
会
（
提
訴
し
た
も
の
）

一五一五
七
　
　
件

七
　
　
件
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申
立
人
に
面
接
（
提
訴
し
な
い
も
の
）
　
　
一

　
　
調
査
官
に
問
合
せ
　
　
（
同
　
　
前
）
　
　
一

取
下
事
件
　
　
　
　
　
　
　
九
　
件

　
　
申
立
入
に
面
接
　
　
　
　
　
二

　
　
文
書
に
よ
る
照
会
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
調
査
官
に
問
合
せ
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
不
　
　
明
　
　
　
　
　
　
　
二

　
調
停
成
立
事
件
と
は
、
調
停
手
続
に
お
い
て
申
立
人
が
協
議
離
婚
無
効
を
争
は
ず
、
そ
の
代
り
に
相
手
方
が
申
立
人
に
経
済
的
保
障
を
与
え
る
等

の
条
項
で
調
停
が
成
立
し
た
も
の
を
い
い
、
合
意
成
立
事
件
と
は
、
協
議
離
婚
無
効
に
関
し
当
事
者
間
に
合
意
が
成
立
し
、
こ
れ
に
基
き
家
事
審
判

法
第
二
十
三
条
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
審
判
を
行
い
協
議
離
婚
無
効
が
確
定
し
た
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
。

三
、
調
査
結
果

　
　
（
一
）
　
申
立
人
の
別

　
　
　
　
　
　
　
妻
　
　
　
　
二
七

　
　
　
　
　
　
　
夫
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
第
三
者
　
　
　
二

料　
　
　
こ
の
種
事
件
の
申
立
人
は
妻
の
場
合
が
汰
部
分
で
あ
っ
て
、
幽
協
議
離
婚
手
続
が
簡
単
で
あ
る
た
め
に
、

資　
　
に
如
何
に
多
く
悪
用
さ
れ
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
手
続
が
妻
の
追
出
離
婚
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資 料

申
立
人
夫
の
ケ
ー
ス
　
一

　
家
裁
に
お
け
る
調
停
不
成
立
の
後
申
立
人
か
ら
地
裁
に
提
訴
し
た
が
原
告
敗
訴
（
ケ
ー
ス
は
後
に
述
べ
，
る
）

申
立
人
夫
の
ケ
ー
ス
　
ニ

　
夫
の
不
行
跡
が
原
因
で
夫
婦
間
に
口
論
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
今
度
喧
嘩
．
を
し
た
ら
離
婚
す
る
と
の
約
定
で
離
婚
届
を
夫
の
父
に
預
け

て
い
た
。
偶
々
夫
婦
が
口
論
を
初
め
た
の
で
、
夫
の
父
が
自
己
が
保
管
し
た
離
婚
届
を
夫
妻
不
知
の
間
に
届
出
た
．
そ
の
後
二
人
は
再
婚

し
て
い
た
が
、
夫
が
従
来
の
不
行
跡
を
改
め
ず
妻
に
対
し
暴
力
を
振
う
の
で
、
妻
が
夫
に
無
断
で
協
議
離
婚
届
を
出
し
た
も
の
。
い
は
ば

前
回
な
さ
れ
た
離
婚
届
に
対
す
る
復
讐
の
意
味
も
含
ん
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
は
合
意
成
立
。

申
立
人
第
三
者
の
ケ
ー
ス
　
一

　
広
島
で
原
爆
に
よ
り
発
狂
し
た
妻
と
の
協
議
離
婚
届
を
出
し
て
妻
を
遺
棄
し
た
夫
に
対
し
、
妻
の
姉
か
ら
妻
の
生
活
費
を
請
求
せ
ん
が

た
め
に
夫
と
妻
と
を
相
手
方
と
し
て
調
停
申
立
が
な
さ
れ
た
も
の
。
結
果
は
妻
の
治
療
費
支
払
に
つ
い
て
示
談
成
立
し
、
事
件
は
取
下
と

な
っ
た
。

申
立
入
第
三
者
の
ケ
ー
ス
　
ニ

　
夫
が
戦
地
に
赴
き
生
還
も
期
待
出
来
な
い
の
で
、
妻
は
夫
の
母
と
談
合
の
上
離
婚
届
を
出
し
子
を
つ
れ
て
実
家
に
帰
っ
て
い
た
が
、
そ

の
後
公
報
が
入
り
、
夫
は
離
婚
届
が
出
さ
れ
る
前
に
既
に
戦
死
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
妻
は
子
を
伴
れ
て
婚
家
に
帰
り
亡

夫
の
霊
を
弔
う
こ
と
に
姑
と
の
談
合
も
出
来
た
の
で
、
戸
籍
訂
正
の
た
め
夫
の
母
が
申
立
人
と
な
り
妻
を
相
手
方
と
し
て
調
停
申
立
を
し

た
も
の
。
結
果
は
勿
論
合
意
成
立
の
上
二
十
三
条
の
審
判
確
定
。

（
二
）
　
離
婚
に
・
つ
い
て
交
渉
の
有
無

　
　
　
　
　
有
　
　
　
　
　
　
　
二
六
．
件
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、

　
　
　
　
　
離
婚
の
意
恩
表
示
が
あ
っ
た
も
の
又
は
黙
認
し
て
い
た
も
の
　
　
　
七

　
　
　
　
　
交
渉
は
あ
っ
た
が
不
承
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
離
婚
、
夫
婦
融
和
等
の
本
案
が
家
庭
裁
判
所
に
係
属
中
の
も
の
　
　
五

　
　
　
　
無
　
　
　
　
　
　
五
　
　
件

　
右
の
内
訳
か
ら
見
る
と
、
三
一
件
の
う
ち
申
立
入
が
全
く
不
知
の
間
に
離
婚
届
が
出
さ
れ
た
と
い
う
の
は
僅
か
五
件
で
、
残
り
の
二
六

件
は
当
事
業
間
に
直
接
に
或
は
第
三
者
を
介
し
て
間
接
に
離
婚
話
が
な
さ
れ
て
お
り
、
夫
婦
関
係
は
す
で
に
破
綻
を
来
し
て
い
た
こ
と
が

明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
夫
婦
関
係
の
実
体
に
関
す
る
調
査
か
ら
も
肯
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
三
）
　
届
出
当
時
に
お
け
る
夫
婦
関
係
の
実
体
…
同
居
、
別
居
、
異
性
関
係
…

申
立
人
別

同
居
中

別
居
中
　
不
明

　
　
　
　
　
　
可
矧相

手
方
の
異
性
関
係

無
　
［
不
明
，

妻
　
　
　
　
一

（
転
出
人

　
　
　
夫
）
　

一
二
　
壬
三

一
　
　
　
　
　
　
一

二
　
玉

九

一

夫
（
届
出
人

妻
）

二

二

二．

第
　
三
　
者

二

　
　
二

（
夫
に
）
…

7

計

三「

�
Z
「

二
一
△
一
；

二

資 料

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
離
婚
届
出
当
時
に
お
け
る
夫

婦
は
大
半
（
八
四
％
）
が
別
居
中
で
、
し
か
も
相
手

方
の
異
性
関
係
を
見
る
と
六
〇
％
が
夫
に
不
貞
行
為

の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
本
表
か
ら
肯
け

る
こ
と
は
、
協
議
離
婚
無
効
確
認
事
件
は
夫
自
身
が

不
貞
行
為
を
な
し
な
が
ら
、
妻
の
不
知
の
間
に
離
婚

届
を
出
し
て
い
る
場
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
相
手
方
に
異
性
関
係
の
な
か
っ
た
場
合
、
十
二
件
に
つ
い
て
離
婚
届
出
の

事
情
は

　
申
立
人
妻
の
場
合
　
　
　
　
九
件

　
　
　
姑
又
は
小
姑
と
の
不
和
　
　
　
　
　
　
四
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性
格
の
相
異
　
　
　
　
　
三

　
　
　
経
済
破
綻
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
不
　
　
　
　
明
　
　
　
　
　
　
　
一

　
．
申
立
人
夫
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
件

　
　
　
経
済
破
綻
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
性
格
の
相
異
　
　
　
　
　
　
　
一

　
申
立
人
第
三
者
の
場
合
　
　
　
　
　
　
一
　
件

　
　
　
夫
　
の
　
出
征
　
　
　
　
　
　
　
一

　
姑
又
は
小
姑
と
の
不
和
が
原
因
で
無
断
離
婚
届
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
十
二
件
中
四
件
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
家
庭
に
お

け
る
妻
の
座
が
依
然
と
し
て
親
族
監
視
の
中
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
無
事
乗
り
切
る
こ
と
の
如
何
に
む
つ
か
し
い
か
を
物

語
っ
て
い
る
。

（
四
）
　
申
立
の
目
的
と
同
棲
期
間
及
び
未
成
年
の
子
の
有
無
と
親
権
者
指
定
の
状
況

　
上
の
表
で
全
体
的
に
見
る
と
、
愛
情
が
あ
る
か

ら
と
の
理
由
に
よ
る
も
の
が
三
一
言
置
一
八
件
で

⊥
ハ
○
％
を
占
め
・
て
い
る
が
、
同
棲
期
間
に
つ
い
て

み
る
と
、
愛
情
が
あ
る
か
ら
と
い
う
の
は
十
八
件

中
九
件
が
同
棲
五
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
反
し
て
生
活
費
請
求
又
は
慰
謝
料
請
求
の
た
め

の
も
の
は
一
〇
件
中
三
件
が
同
棲
五
年
以
内
の
も

25　（1076）　76
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資料

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
夫
婦
関
係
は
同
棲
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
重
点
が
愛
情
か
ら
経
済
的
な
も
の
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
を

示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
他
に
は
申
立
の
理
由
と
同
棲
の
期
間
と
の
間
に
は
特
別
の
関
係
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
当
事
者
間
に
未
成
年
の
子
の
有
無
及
び
親
権
者
指
定
の
状
況

　
　
　
未
成
年
子
　
　
有
　
　
二
〇
件

　
　
　
　
　
　
（
親
権
者
申
立
人
七
、
相
手
方
一
〇
、
双
方
三
）

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
無
　
　
　
　
九
件

　
　
　
不
　
　
明
　
　
　
　
　
　
　
　
二
件

　
右
に
よ
る
と
未
成
年
の
子
の
あ
る
場
合
が
多
く
、
し
か
も
離
婚
届
出
に
当
っ
て
は
、
届
出
人
が
自
己
を
親
権
者
に
指
定
し
た
場
合
が
一

〇
件
で
、
離
婚
当
事
者
の
相
手
方
に
指
定
し
た
も
の
七
件
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
）
　
調
停
開
廷
回
数
と
審
理
期
間

　
　
　
協
議
離
婚
無
効
確
認
調
停
事
件
の
終
結
区
分
と
調
停
開
廷
回
数
及
び
審
理
期
間

　
〔
表
　
一
〕’

鷹
署
罪
訓
導
回
信
7
稲
造
鞍
辮
｝
伽
端
計
．

調

停

成
＿2－V

1

2

⊥
⊥

⊥
、
一
⊥

5

1

ユ
ユ

1合

蔑
坐

τ

7
　
4
…
⊥
ユ

不
成
⊥
三

2

4

1

7
＝
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⊥
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．
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＝
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［
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言
…

裂
∈
∋

般
調
停

事
件

の

調
停

廷
回

数
と

審

理
期
間

（昭

ﾏ
事
件
）

獲
胴
数
㎝
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回
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成
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蜀
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⊥
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ン
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内
一
十

8
一

1
1
［

21

6
一

221るを
一…一 u…㎜

　　　　計586

百
分
比

27．6％

43．9

20．1

舗
．
　
ω

8
●
．

3

100．0

　
先
ず
〔
表
一
〕
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
種
事

件
は
裁
判
事
項
を
内
包
し
て
い
る
だ
け
に
合
意
の

成
立
と
不
成
立
と
は
割
合
に
単
純
に
決
定
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
大
部
分
が
調
停
開

廷
一
回
目
は
二
回
で
審
理
期
間
も
ニ
雪
月
以
内
と

な
っ
て
い
る
。
之
に
反
し
調
停
成
立
の
困
難
性
は

開
廷
回
数
及
び
蕃
理
期
間
何
れ
に
つ
い
て
も
前
者

の
比
で
は
な
い
。

　
〔
表
一
〕
と
〔
表
二
〕
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

審
理
期
間
に
つ
い
て
は
三
ヵ
月
以
内
の
も
の
は
前
者
七
五
％
、
後
者
七
一
。
五
％
で
、
前
者
の
方
が
短
期
間
に
解
決
す
る
も
の
が
多
く
、

又
前
者
の
合
意
成
否
の
決
定
と
後
者
の
調
停
成
否
と
を
比
べ
る
と
、
前
者
は
一
四
件
中
＝
件
（
七
八
％
）
が
開
廷
二
回
以
下
と
な
っ
て

い
る
の
に
、
後
者
で
は
二
〇
九
件
中
七
七
件
（
三
六
％
）
が
二
回
以
下
で
終
結
と
な
っ
て
居
り
、
調
停
の
成
否
確
定
の
速
度
は
前
者
の
方

が
速
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
調
停
成
立
事
件
に
つ
い
て
開
廷
四
回
以
内
の
事
件
の
割
合
は
、
前
者
が
五
件
中
三
件
六
〇
％
、
後
者
が
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’
一
六
六
件
中
一
二
二
件
七
三
％
で
、
調
停
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
協
議
離
婚
無
効
確
認
事
件
の
方
が
一
般
事
件
に
比
し
大
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
協
議
離
婚
無
効
確
認
調
停
事
件
κ
お
い
て
、
事
実
の
確
認
に
つ
い
て
当
事
者
の
意
思
表
示
を
求
め
る
こ
と
は
割
合
に

容
易
で
あ
る
が
、
之
を
調
停
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
は
相
当
の
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
（
六
）
終
結
区
分

擁「「糸冬

終
漢
分
…
調
停
盛
÷
・
意
成
立
扁
三
身

五

　1成

七1弓
取1

下

未

済

数

百
分
比

　
　
％

一
六
二

七

一　　1

九i
●　1

0％1九　’一一一…’一｝｝

九　1
．　i

七％

計

一
三

　
　
％

二
二
・
六

　
　
％
一

二
二
・
⊥
ハ

　
　
　
％

一
〇
〇
・
○

　
　
以
下
、
　
（
イ
）
調
停
成
立
事
件
に
つ
い
て
は
そ
の
成
立
経
過
、
　
（
ロ
）
合
意
成
立
事
件
ヒ
つ
い
て
は
夫
婦
関
係
の
そ
の
後
の
実
体
、

　
　
（
ハ
）
調
停
不
成
立
事
件
に
つ
い
て
は
、
訴
提
起
し
た
も
の
は
そ
の
結
果
、
提
訴
し
な
か
っ
た
も
の
は
そ
の
理
由
、
　
（
二
）
取
下
と
な
つ

　
　
た
も
の
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
調
査
の
結
果
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
イ
）
　
調
停
成
立
事
件
　
　
　
　
五
　
件

　
　
　
調
停
成
立
し
た
事
件
の
給
付
義
務
の
内
容
は
、
相
手
方
が
慰
謝
料
（
十
二
万
円
　
一
件
、
十
万
円
　
一
件
、
七
万
円
　
二
件
）
支
払

　
　
　
を
承
認
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
件

　
　
　
子
の
監
護
者
を
申
立
人
に
変
更
し
て
相
手
方
が
養
育
料
（
月
額
一
千
円
）
の
支
払
を
承
認
し
た
も
の
　
　
一
　
件

料　
　
以
上
の
よ
う
に
、
調
停
で
成
立
し
た
事
件
は
、
い
ず
れ
も
相
手
方
が
金
銭
の
給
付
義
務
を
引
き
受
け
た
点
に
意
義
が
あ
る
。
即
ち
単
に

資　
身
分
関
係
の
存
否
を
確
認
す
る
の
で
な
く
、
当
事
者
の
経
済
的
利
益
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
裁
判
と
は
ち
が
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資料

う
調
停
手
続
の
特
色
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
、
た
だ
し
こ
の
種
事
件
の
調
停
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

開
廷
回
数
も
多
く
内
期
間
も
多
少
長
期
に
わ
た
り
調
停
と
し
て
は
難
行
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

（
口
）
　
合
意
成
立
事
件
　
　
　
七
　
件

　
合
意
成
立
事
件
に
つ
い
て
、
夫
婦
関
係
の
実
体
調
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
合
意
成
立
事
件
の
夫
婦
関
係
事
後
調
査

一
般
事
件
の
調
停
に
比
し

　
こ
の
種
事
件
に
あ
っ
て
は
、
大
半
が
夫
婦
関
係
の
実
体
は
す
で
に

破
壊
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
離
婚
無
効
に
つ
い
て
の
合
意
は
成

立
す
る
に
し
て
も
、
夫
嬬
関
係
が
再
び
旧
に
復
し
円
満
に
続
け
ら
れ

て
行
く
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
予

測
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
次
の
調
査
で
前
記
の
表
に
示
す
よ
う
に
六

件
（
七
件
中
一
件
は
戦
死
し
た
夫
と
の
離
婚
無
効
を
主
張
す
る
の
で

あ
る
か
ら
実
体
の
回
復
は
あ
り
え
な
い
）
中
の
三
件
が
一
応
円
満
又
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夫
婦
間
の
親
和
の
程
度

戸
籍
回
復

有
　
無
一

志慰

紐料

円

満
　
　
一

二

可
も
な
く
不
可
も
な
い

二
濃
＝

不

　和
／＼

別離
居．．

中婚

二
　
二

、；

一

そ
の
他
（
戸
籍
訂
正
の
た
め
）

二
　
二

は
可
も
な
く
不
可
も
な
い
ど
い
う
程
度
で
夫
婦
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
の
意
外
で
あ
っ
た
。

　
次
に
再
度
不
和
と
な
つ
光
も
の
が
三
件
で
そ
の
二
件
は
離
婚
し
、
一
件
は
別
居
中
で
離
婚
話
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
離
婚
と
な
っ
た
二
件
の
う
ち
の
一
件
は
、
協
議
離
婚
無
効
確
認
の
審
判
確
定
に
よ
り
妻
の
戸
籍
は
回
復
し
た
が
、
夫
に
は
愛
人
と

の
中
将
子
ま
で
も
あ
る
と
い
う
砂
で
妻
が
身
を
退
い
た
も
の
、
他
の
一
件
は
夫
の
愛
人
が
す
で
に
入
籍
し
て
い
る
の
で
審
判
は
確
定
し
た

が
妻
か
ら
戸
籍
回
復
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
も
の
。
　
そ
し
て
こ
の
二
件
は
い
ず
れ
も
離
婚
に
当
っ
て
妻
は
全
然
慰
謝
料
を
貰
っ
て
い
な

い
。
前
述
し
た
よ
う
に
調
停
成
立
に
よ
っ
て
申
立
人
（
多
く
の
場
合
は
妻
）
が
身
を
退
く
に
し
て
も
全
部
の
ケ
ー
ス
が
慰
謝
料
を
得
て
い



資料
る
の
に
、
合
意
成
立
後
の
協
議
離
婚
で
は
、
こ
の
保
障
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合
の
申
立
人
に
と
り
き
わ
め
て
気
の
毒

で
あ
る
。
若
し
離
婚
無
効
の
合
意
は
成
立
し
て
も
爾
後
に
お
け
る
夫
婦
関
係
の
円
満
な
回
復
が
不
能
で
あ
る
と
の
予
測
が
出
来
る
よ
う
な

場
合
は
、
成
る
べ
く
調
停
手
続
で
離
婚
を
成
立
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
家
裁
に
お
け
る
審
判
に
つ
き
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
へ
の
確
定
通
知
の
拘
束
力
に
つ
い
て
一
考
し
た
い
。
　
（
協
議
離
婚
無
効
確
認

事
件
に
つ
い
て
も
家
事
審
判
規
則
第
一
四
三
条
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
は
、
遅
滞
な
く
事
件
本
人
の
本
籍
地
の
戸
籍
事
務
を
管
掌
す
る
者
に

対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
）
。

　
今
次
の
調
査
で
協
議
離
婚
無
効
確
認
の
審
判
確
定
後
、
申
立
人
た
る
妻
が
再
婚
の
形
式
で
婚
姻
関
係
を
回
復
し
て
い
る
も
の
が
一
件
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
の
協
議
離
婚
無
効
確
認
の
審
判
の
確
定
通
知
が
あ
っ
た
後
に
お
い
て
、
申
立
入
以
外
の
聖
女
と
の
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ

て
い
る
も
の
一
件
が
あ
っ
た
。
し
か
し
前
者
は
再
婚
で
は
な
く
抹
消
さ
れ
た
戸
籍
を
回
復
す
べ
き
で
あ
り
、
後
者
は
婚
姻
届
（
後
婚
）
を

受
理
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

（
ハ
）
調
停
不
成
立
事
件
　
七
件

　
　
調
停
不
立
事
件
に
つ
き
訴
提
起
の
有
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
告
勝
訴
　
二
…
…
原
告
は
妻

　
　
　
　
　
有

訴
提
起
＼

　　

@
／
無

（
a
）
・
原
告
勝
訴
ケ
ー
メ
、

原
告
と
被
告
と
は
結
婚
生
活
八
年
中
及
ぶ
が
子
に
恵
ま
れ
な
い
。

五
区
原
告
敗
訴
一
…
原
告
は
夫

　
／
係
属
中
　
　
ご
－
：
∴
原
告
は
妻

二
△
鑓
讐
嚢
鋭
匙
な
二

一
　
（
原
告
妻
三
二
才
　
被
告
夫
三
六
才
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
闘
被
告
の
失
職
中
原
告
は
被
告
の
先
妻
と
の
子
の
監
護
に
当
る
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資料
と
共
に
内
職
に
励
み
、
被
告
は
そ
の
後
鼻
を
得
て
経
済
的
に
余
裕
が
生
ず
る
に
至
る
や
、
飲
み
屋
の
女
性
と
親
し
く
な
り
原
告
を
顧
み
な

く
な
っ
た
。
そ
し
て
遂
に
は
原
告
に
対
し
暴
力
を
振
い
同
居
に
堪
え
な
い
仕
打
を
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
原
告
か
ら
家
庭
裁
判
所
に
離
婚

の
調
停
を
申
立
て
、
本
案
が
慰
謝
料
、
財
産
分
与
で
難
行
し
て
い
る
際
に
被
告
か
ら
協
議
離
婚
届
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
原
告
か
ら
協
議

離
婚
無
効
確
認
の
調
停
が
出
さ
れ
た
が
不
成
立
と
な
り
、
原
告
か
ら
提
訴
し
た
も
の
。
裁
判
所
は
「

　
『
原
告
が
た
と
え
調
停
離
婚
を
希
望
し
て
い
た
と
し
て
も
協
議
離
婚
を
な
す
こ
と
に
同
意
し
た
と
は
言
え
な
い
』
と
判
旨
し
て
原
告
勝

訴
と
な
っ
た
。

（
b
）
　
原
告
勝
訴
ケ
ー
ス
　
ニ
　
（
原
告
妻
三
六
才
　
被
告
夫
三
六
才
）

　
原
告
は
被
告
の
母
と
の
不
和
を
理
由
に
実
家
に
帰
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
度
々
復
帰
を
ね
が
っ
た
が
い
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
家
庭
裁
判

所
に
夫
婦
同
居
協
力
扶
助
の
調
停
を
申
立
て
た
が
不
成
立
と
な
り
、
乙
類
事
件
で
あ
っ
た
の
で
審
判
に
移
行
し
、
家
底
裁
判
所
は
被
告
に

対
し
『
原
告
等
母
子
二
人
の
生
活
費
と
し
て
毎
月
六
千
円
を
支
払
え
』
と
命
じ
だ
。
と
こ
ろ
が
被
告
が
こ
の
義
務
を
履
行
し
な
い
の
で
原

告
が
強
制
執
行
手
続
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
何
者
か
が
被
告
の
そ
の
義
務
を
消
滅
せ
し
む
る
目
的
で
、
原
告
不
知
の
間
に
精
義
離
婚
届
を
提

出
し
た
。
之
に
対
し
原
告
か
ら
協
議
離
婚
無
効
確
認
の
調
停
を
申
立
て
た
が
調
停
は
不
成
立
と
な
り
、
原
告
提
訴
。
こ
の
場
合
も
判
決
億

『
原
告
に
離
婚
の
意
思
の
な
い
無
効
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
原
告
の
住
所
、
氏
名
、
捺
印
は
原
告
の
署
名
捺
印
で
な
く
何
者
か
に
よ
っ
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。
原
告
に
は
被
告
と
離
婚
す
る
意
思
の
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
』
と
い
っ
て
、
離
婚
意
思
の
な
い
離
婚
届
は
無

効
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

（
c
）
　
原
告
敗
訴
ケ
ー
ス
　
一
　
（
原
告
夫
四
〇
才
　
被
告
妻
二
八
才
）

・
原
告
と
被
告
は
十
数
年
前
に
結
婚
し
て
二
女
児
を
も
う
け
た
。
原
告
は
結
婚
後
二
年
目
に
胸
部
疾
患
に
か
か
り
会
社
を
退
職
し
て
国
立

病
院
に
入
院
、
被
告
も
同
じ
病
院
で
附
添
婦
な
ど
を
し
て
原
告
に
仕
え
て
来
た
。
し
か
し
病
院
の
附
添
婦
で
は
収
入
も
少
な
い
と
こ
ろ
か
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ら
被
告
は
原
告
と
も
端
書
の
上
、
あ
る
会
社
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、
子
供
を
連
れ
て
実
家
に
身
を
寄
せ
た
。
そ
の
後
被
告
は
仕
事
に
追
わ

　
　
れ
思
う
よ
う
に
原
告
を
見
舞
う
こ
と
も
出
来
か
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
次
第
に
焦
燥
、
興
奮
、
さ
い
ご
は
嫉
妬
、
憤
慨
し
て
被
告
に

　
　
暴
力
を
振
い
、
被
告
に
対
し
妻
で
は
な
い
。
直
ぐ
に
も
別
れ
る
と
い
い
、
そ
し
て
被
告
が
自
己
所
有
の
荷
物
を
引
取
り
に
行
っ
た
際
も
之

　
　
に
応
じ
た
。
被
告
は
原
告
が
真
に
離
婚
の
意
思
が
あ
る
も
の
と
信
じ
自
己
保
管
の
相
手
方
の
印
鑑
を
利
用
し
て
協
議
離
婚
届
を
な
し
た
。

　
　
之
に
対
し
原
告
か
ら
そ
の
無
効
を
主
張
し
て
家
庭
裁
判
所
に
調
停
を
申
立
で
た
が
不
成
立
、
そ
し
て
原
告
か
ら
提
訴
し
た
。

　
　
　
裁
判
所
は
『
原
告
は
低
次
に
亘
り
被
告
に
対
し
離
婚
の
意
思
を
表
明
し
積
極
的
に
そ
の
意
思
を
醗
し
た
形
跡
が
一
度
も
認
め
ら
れ
な

　
　
い
。
そ
し
て
被
告
が
離
婚
の
申
出
を
な
し
箪
笥
、
長
持
等
を
原
告
方
に
引
取
り
に
行
っ
た
際
に
原
告
は
之
を
拒
否
す
る
こ
と
な
く
そ
の
引

　
　
渡
に
応
じ
た
。
又
子
供
の
処
置
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
事
実
等
か
ら
し
て
、
一
時
の
放
言
で
離
婚
の
意
思
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
』

　
　
と
言
っ
て
原
告
の
欺
訴
と
し
た
。

　
　
」
夫
婦
喧
嘩
の
際
の
行
き
が
か
り
上
『
別
れ
る
』
　
『
出
て
行
け
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
離
婚
の
意
思
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ま

　
　
い
。
し
か
し
そ
の
後
の
事
実
行
為
が
離
婚
の
方
向
に
進
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
等
反
対
の
意
思
を
表
明
し
な
か
っ
た
時
は
、
離
婚
の
意
思

　
　
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
1
離
婚
届
の
署
名
捺
印
は
相
手
方
が
し
た
に
し
て
も
一
と
し
た
点
に
こ
の
判
決
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
　
（
d
）
　
調
停
不
成
立
国
訴
の
提
起
が
な
か
っ
た
も
の
二
件
中
の
一
件
は
、
妻
が
夫
か
ら
子
の
養
育
料
を
貰
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
妻
が

　
　
訴
提
起
を
見
合
せ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
一
件
は
、
夫
の
不
品
行
を
妻
に
黙
認
さ
せ
た
よ
う
な
結
果
を
来
し
た
の
だ
か
ら
、
や
は
り
何

　
　
と
か
調
停
成
立
の
方
法
は
な
か
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
二
）
取
下
事
件
　

九
件

料　
　
事
件
取
下
の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

資　
　
　
　
a
　
相
手
方
が
家
庭
裁
判
所
に
出
て
来
な
い
の
で
将
が
明
か
な
い
、
出
て
行
く
に
し
て
も
旅
費
が
か
か
る
　
　
三
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資料

　
　
レ
　
話
が
つ
じ
た
（
慰
謝
料
有
二
．
無
二
）
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
、
　
四

　
　
c
，
不
　
明
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
せ
っ
か
く
事
件
を
申
立
て
な
が
ら
相
手
方
が
出
廷
し
な
い
の
で
己
な
な
く
取
下
げ
た
の
が
三
件
あ
る
が
、
こ
の
点
隔
地
者
間
の
調
停
に

つ
き
そ
の
調
停
技
術
の
研
究
が
要
望
さ
れ
る
。
．
実
情
は
家
庭
裁
判
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
調
査
官
の
利
用
に
よ
っ
て
不
出
頭
者
の
意
向
を

嘱
託
調
査
し
、
合
意
が
出
来
た
場
合
代
理
人
に
よ
り
調
停
成
立
又
は
審
判
の
手
続
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
四
　
む
　
　
す
　
　
び

　
協
議
離
婚
手
続
に
つ
き
家
庭
裁
判
所
が
何
等
か
の
形
で
こ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
種
事
件
の
ほ
と
ん
ど
は
姿
を
消
す
と

思
ね
れ
る
が
、
差
当
っ
て
は
、
出
来
る
だ
け
当
事
者
の
真
の
幸
福
と
利
益
の
実
現
を
中
心
と
し
て
事
件
の
処
理
に
当
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
以
上
の
調
査
結
果
の
結
論
と
し
て
、
協
議
離
婚
無
効
確
認
調
停
事
件
の
進
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
件
担
当
の
審
判
官
及
び
調
停

委
員
の
叡
智
と
体
験
に
基
く
調
停
知
識
を
結
集
し
で
、
無
効
確
認
の
実
益
の
期
待
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
洞
察
し
、
そ
の
方
針
を
定
め

る
べ
き
で
、
・
確
認
の
，
利
益
実
現
が
不
能
と
思
は
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
申
立
入
に
対
し
協
議
離
婚
届
の
適
法
を
確
認
さ
せ
、
た
だ
離
婚
後

の
生
活
に
対
す
る
経
済
的
保
障
を
確
保
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
妥
当
な
解
決
と
思
わ
れ
る
。

　
本
調
査
で
は
夫
と
そ
の
関
係
し
た
女
性
と
の
間
に
子
が
出
生
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
妻
か
ら
の
申
立
に
よ
る
協
議
離
婚
無
効
確
認

の
合
意
が
成
立
し
て
も
妻
と
夫
と
の
夫
婦
関
係
の
実
体
は
回
復
し
が
た
い
こ
ど
、
な
ら
び
に
協
議
離
婚
無
効
確
認
調
停
事
件
が
申
立
て
ら

れ
る
実
情
は
、
夫
に
愛
人
が
出
来
、
妻
を
追
出
さ
ん
が
た
め
に
離
婚
届
が
な
さ
れ
る
場
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
実
証
し
た
。
婚
姻
に
価

し
な
い
婚
姻
を
強
制
的
に
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
人
間
性
に
反
す
る
こ
と
は
さ
り
な
が
ら
、
当
事
者
の
一
方
と
く
に
夫
の
一
方
的
雌
意
に

よ
っ
て
妻
を
追
い
出
す
こ
と
が
、
と
に
か
く
い
ち
お
う
思
議
離
婚
の
形
で
行
わ
れ
う
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
協
議
離
婚
法
の
盲
点
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
槻
議
離
媛
を
全
面
的
に
否
認
す
る
必
要
は
な
い
が
、
よ
り
慎
重
な
手
続
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
・
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